
10

20

JP 2022-187275 A 2022.12.19

(19)日本国特許庁(JP) (12)公開特許公報(A) (11)公開番号　　
特開2022-187275
(P2022-187275A)

(43)公開日　令和4年12月19日(2022.12.19)

(54)【発明の名称】　ハンドドライヤー

(51)国際特許分類
　   Ａ４７Ｋ 10/48 (2006.01)
　   Ａ６１Ｌ 9/20 (2006.01)

ＦＩ
　Ａ４７Ｋ 10/48 　　　Ｚ 　　　
　Ａ６１Ｌ 9/20 　　　　 　　　

(21)出願番号　 特願2021-95224(P2021-95224)
(22)出願日　 令和3年6月7日(2021.6.7)

(71)出願人　 511116432
株式会社バンブーケミカル研究所
徳島県阿南市見能林町青木２６５番地１  
高専内阿南市インキュベーションセンタ 
ー

(71)出願人　 512189451
株式会社岡部機械工業
徳島県阿南市才見町旭越山２５番地１

(74)代理人　 100199451
弁理士　和田  隆滋

(72)発明者　 鶴羽  正幸
徳島県阿南市見能林町青木２６５番地１ 
高専内

Ｆターム（参考）　 4C180 AA07 DD03 HH05 HH19
LL20 MM01

テーマコード（参考）
　４Ｃ１８０

(57)【要約】　      （修正有）
【課題】菌やウイルスが付着しているかも知れない手に 
付いた水を床や洗面台の上に落とす問題と、移動しなけ 
れば手に付いた水を除去できないという煩わしさを解消 
しつつも、菌やウイルスの除去、殺菌および拡散防止効 
果のあるハンドドライヤーを提供する。
【解決手段】殺菌用ＬＥＤ付きハンドドライヤーは、本 
体１と、送風ノズル４と、送風発生器３と、制御部１６ 
と、手洗用液体ノズル２０と、水ノズル２１と、シャッ 
ター２２とから構成される。さらに、送風ノズル４が設 
けられた空気吹き出し開口部と手を挿入する手挿入口１ 
４と排気及び排水のための水空気排出管１３とが設けら 
れた排気排水開口部を有する手挿入空間２と、送風ノズ 
ル４から送風される空気を貯蔵する空気タンク大８と、 
手挿入空間２から排出される空気を殺菌するための深紫 
外ＬＥＤ７ａと、手挿入空間２と空気タンク大８に接続 
され、空気の循環構造を形成する循環用管１９とを有す 
る。
【選択図】図１

審査請求　未請求　請求項の数　3　　ＯＬ　（全6頁）
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 本 体 部 と 、 送 風 ノ ズ ル と 、 送 風 発 生 器 と 、 駆 動 源 と し て の 電 源 供 給 部 と 、 制 御 部 と か ら  
構 成 さ れ る ハ ン ド ド ラ イ ヤ ー に お い て 、
　 排 気 口 及 び 排 水 口 を 有 す る 手 挿 入 空 間 と 、
　 前 記 手 挿 入 空 間 に 手 を 挿 入 す る た め の 開 口 部 と 、
　 前 記 手 挿 入 空 間 に 手 洗 用 液 体 を 送 出 す る ノ ズ ル と 、
　 前 記 手 挿 入 空 間 に 水 を 送 出 す る ノ ズ ル を 有 し 、
　 前 記 送 風 ノ ズ ル か ら 送 出 さ れ た 風 が 前 記 手 挿 入 空 間 に 流 入 す る 、 ハ ン ド ド ラ イ ヤ ー 。
【 請 求 項 ２ 】
　 ウ イ ル ス や 菌 を 殺 菌 す る Ｌ Ｅ Ｄ を 内 部 に 配 置 し た 空 気 タ ン ク を 有 し 、
　 前 記 送 風 ノ ズ ル か ら 送 出 さ れ る 空 気 は 、 前 記 空 気 タ ン ク か ら 供 給 さ れ 、
　 前 記 排 気 口 と 前 記 空 気 タ ン ク が 接 続 さ れ て 、 閉 ル ー プ の 循 環 構 造 が 形 成 さ れ る 、 請 求 項  
１ に 記 載 の ハ ン ド ド ラ イ ヤ ー 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 Ｌ Ｅ Ｄ は 、 深 紫 外 線 を 発 す る Ｌ Ｅ Ｄ で あ る 、 請 求 項 ２ に 記 載 の ハ ン ド ド ラ イ ヤ ー 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 ハ ン ド ド ラ イ ヤ ー に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 一 般 的 に 、 ハ ン ド ド ラ イ ヤ ー は 手 に 付 い た 水 を 除 去 し て 乾 燥 さ せ る 機 能 を も つ の み の 機  
器 で あ り 、 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 等 の 感 染 に は 、 何 も 効 果 を 発 揮 せ ず 、 む し ろ 手 に 付 い た ウ  
イ ル ス 菌 を 、 開 放 状 態 の 空 間 で 手 に 空 気 を 吹 き 付 け る こ と で 、 周 辺 の 広 い 範 囲 に 菌 を ま き  
散 ら す 問 題 が 発 生 す る こ と で 、 安 心 し て 使 用 す る こ と が 出 来 な い 課 題 が 含 ま れ て い る 。 ま  
た 、 消 毒 、 殺 菌 機 能 を も つ ハ ン ド ド ラ イ ヤ ー は 使 わ れ る 場 合 も あ る が 、 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル  
ス な ど の 強 い 感 染 力 の あ る 対 象 の ウ イ ル ス に 対 し て は 、 十 分 に 効 果 を 発 揮 し て い な い の が  
実 情 で あ る 。 ま た 、 こ の 場 合 で も 、 開 放 状 態 の ま ま 空 気 を 手 に 吹 き 付 け て い る た め 、 上 記  
と 同 じ く 周 辺 の 広 い 範 囲 に 菌 を ま き 散 ら す 問 題 が 残 る 。 ま た 、 従 来 の 一 般 的 な ハ ン ド ド ラ  
イ ヤ ー は 、 手 を 洗 う た め の 水 道 水 が 出 る 蛇 口 や 石 鹸 液 が 置 か れ て い る 場 所 が 、 通 常 は ４ ～  
５ 歩 程 度 離 れ た 場 所 に あ り 、 石 鹸 液 や 水 道 水 で 手 を 洗 っ た 後 に ハ ン ド ド ラ イ ヤ ー に 移 動 す  
る ま で 、 ま だ 菌 や ウ イ ル ス が 付 着 し て い る か も 知 れ な い 手 に 付 い た 水 を 床 や 洗 面 台 の 上 に  
落 と す 問 題 が あ る の と 、 移 動 し な け れ ば 手 に 付 い た 水 を 除 去 で き な い と い う 煩 わ し さ が あ  
っ た 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ １ ８ － １ ９ ３ ７ ０ ８ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ １ ８ － １ ８ ７ ２ ３ ３ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 特 許 文 献 １ の 場 合 、 Ｕ Ｖ Ａ の よ う な 長 波 長 の 紫 外 線 を 出 射 す る Ｕ Ｖ － Ｌ Ｅ Ｄ ” を 用 い た  
場 合 で あ っ て も 、 Ｏ Ｈ ラ ジ カ ル の 強 い 酸 化 力 を 利 用 し た セ ル フ ク リ ー ニ ン グ 機 構 に よ り 、  
よ り 確 実 に 接 水 表 面 の 殺 菌 ・ 洗 浄 を 行 う こ と が で き る 水 取 扱 い 物 品 を 提 供 す る 。 紫 外 線 透  
過 性 部 材 の 後 方 に 配 置 し た 上 記 Ｕ Ｖ － Ｌ Ｅ Ｄ 等 の 紫 外 線 光 源 か ら 紫 外 線 を 出 射 し て 前 記 光  
触 媒 含 有 層 を 励 起 し 、 そ の 露 出 表 面 上 に Ｏ Ｈ ラ ジ カ ル を 発 生 さ せ て 洗 浄 殺 菌 を お こ な う よ  
う に す る 。 こ の 場 合 、 手 洗 い の 水 を 除 去 し て 乾 燥 す る 際 に 使 用 す る の で は な く 、 水 に 手 を  
付 け て の 殺 菌 と な り 、 結 局 は 乾 燥 す る 時 の 殺 菌 で は な い 。 ま た 、 特 許 文 献 ２ の 場 合 、 光 触  
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媒 を 使 用 す る こ と な く 、 Ｏ Ｈ ラ ジ カ ル の 強 い 酸 化 力 を 利 用 し た セ ル フ ク リ ー ニ ン グ 機 構 に  
よ り 接 水 表 面 の 殺 菌 ・ 洗 浄 を 行 う こ と が で き る 水 取 扱 い 物 品 を 提 供 す る 。 こ の 場 合 は 、 特  
定 の 領 域 の 裏 面 か ら 紫 外 線 を 照 射 し て 、 透 過 紫 外 線 を 前 記 両 領 域 に 付 着 し た 前 記 菌 洗 浄 液  
に 照 射 す る よ う に す る 。 と あ る が 、 上 記 同 様 に 手 の 乾 燥 の 際 の 殺 菌 で は な い の で 、 乾 燥 の  
時 の 菌 が 付 着 す る と い う 問 題 も あ る 。
　 ま た 、 上 記 の 特 許 文 献 １ 、 及 び 特 許 文 献 ２ と も 、 機 器 の 中 に は 、 手 洗 い の 機 能 は 付 帯 し  
て お ら ず 、 手 に 付 い た 水 を 取 り 除 く 機 能 は 含 ま れ て お ら ず 、 ま た 、 特 許 文 献 ２ で は 接 水 表  
面 の 殺 菌 ・ 洗 浄 を 行 う 機 能 し か 含 ん で い な い 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 、 こ の よ う な こ と に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 菌 や ウ イ ル ス が 付 着 し  
て い る か も 知 れ な い 手 に 付 い た 水 を 床 や 洗 面 台 の 上 に 落 と す 問 題 が あ る の と 、 移 動 し な け  
れ ば 手 に 付 い た 水 を 除 去 で き な い と い う 煩 わ し さ を 解 消 し つ つ も 、 菌 や ウ イ ル ス の 除 去 、  
殺 菌 お よ び 拡 散 防 止 効 果 の あ る ハ ン ド ド ラ イ ヤ ー を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 記 の 目 的 は 、 本 体 部 と 、 送 風 ノ ズ ル と 、 送 風 発 生 器 と 、 駆 動 源 と し て の 電 源 供 給 部 と  
、 制 御 部 と か ら 構 成 さ れ る ハ ン ド ド ラ イ ヤ ー に お い て 、
　 排 気 口 及 び 排 水 口 を 有 す る 手 挿 入 空 間 と 、
　 前 記 手 挿 入 空 間 に 手 を 挿 入 す る た め の 開 口 部 と 、
　 前 記 手 挿 入 空 間 に 石 鹸 液 を 送 出 す る ノ ズ ル と 、
　 前 記 手 挿 入 空 間 に 水 を 送 出 す る ノ ズ ル を 有 し 、
　 前 記 送 風 ノ ズ ル か ら 送 出 さ れ た 風 が 前 記 手 挿 入 空 間 に 流 入 す る 、 ハ ン ド ド ラ イ ヤ ー 、
に よ っ て 達 成 さ れ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 機 器 内 で 、 石 鹸 液 と 水 に よ る 手 洗 い の 後 、 殺 菌 用 Ｌ Ｅ Ｄ で 殺 菌 さ れ た  
空 気 を 手 に 当 て て 手 に 付 い た 水 を 除 去 、 乾 燥 さ せ る こ と が で き る た め 、 菌 や ウ イ ル ス の 除  
去 、 殺 菌 お よ び 拡 散 防 止 効 果 の あ る ハ ン ド ド ラ イ ヤ ー を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に よ る 殺 菌 用 Ｌ Ｅ Ｄ 付 き ハ ン ド ド ラ イ ヤ ー の 側 面 の 断 面 図 で あ  
る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に よ る 殺 菌 用 Ｌ Ｅ Ｄ 付 き ハ ン ド ド ラ イ ヤ ー の 正 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に よ る 殺 菌 用 Ｌ Ｅ Ｄ 付 き ハ ン ド ド ラ イ ヤ ー の 機 能 を 説 明 す る 図  
で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 以 下 図 １ ～ 図 ３ を 用 い て 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に よ る 殺 菌 用 Ｌ Ｅ Ｄ 付 き ハ ン ド ド ラ イ ヤ ー  
を 説 明 す る 。 尚 、 以 下 の 全 て の 図 面 に お い て は 、 理 解 を 容 易 に す る 為 、 各 構 成 要 素 の 寸 法  
や 比 率 な ど は 、 適 宜 、 異 な ら せ て 図 示 し て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 実 施 例 と し て 、 手 の 接 近 を 光 電 セ ン サ ー １ ８ が 検 出 し て 、 シ ャ ッ タ ー ２ ２ が 自 動 で 開 き  
、 手 挿 入 空 間 ２ 内 に 手 が 挿 入 さ れ る 。 次 に 手 洗 用 液 体 ノ ズ ル ２ ０ か ら 一 定 量 だ け 石 鹸 液 が  
噴 出 し 、 手 に 当 た っ て 手 同 士 を こ す り 合 せ て 手 に 付 い た 菌 や 汚 れ を 落 と し 、 所 定 時 間 の タ  
イ マ ー 設 定 後 の 次 に 水 ノ ズ ル ２ １ か ら 一 定 量 の 水 が 噴 出 し て 手 に 付 い た 石 鹸 の 泡 を 濯 い だ  
後 に 、 自 動 的 に 次 の 工 程 で あ る 手 に 付 い た 水 を 除 去 す る 工 程 に 移 る 。 な お 、 手 洗 用 液 体 ノ  
ズ ル ２ ０ は 、 不 図 示 の 石 鹸 液 タ ン ク に 接 続 さ れ る 。 水 ノ ズ ル ２ １ は 、 不 図 示 の 開 閉 切 替 バ  
ル ブ と 水 道 管 に 接 続 さ れ る 。 石 鹸 水 は 、 石 鹸 水 タ ン ク か ら 不 図 示 の モ ー タ ー を 用 い て 供 給  
さ れ る 構 成 で あ る が 、 水 道 管 の 水 圧 を 利 用 し て 不 図 示 の 開 閉 切 替 バ ル ブ を 介 し て 供 給 さ れ  
る 場 合 が あ っ て も よ い 。
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　 石 鹸 液 及 び 水 が 送 出 さ れ た 後 に 、 空 気 タ ン ク 大 ８ の 中 の 空 気 を タ ン ク の 内 部 に 取 り 付 け  
ら れ た 深 紫 外 Ｌ Ｅ Ｄ ７ ａ で 殺 菌 さ れ た 空 気 タ ン ク 内 の 空 気 を 、 送 風 駆 動 部 ３ に よ っ て 空 気  
タ ン ク 小 ９ に 空 気 が 圧 送 さ れ る 。 更 に 送 風 ノ ズ ル ４ ま で の 配 管 ５ 経 路 の 間 に 、 内 部 に 同 じ  
く 取 り 付 け ら れ た 深 紫 外 Ｌ Ｅ Ｄ ７ ｂ で 殺 菌 さ れ た 空 気 が 溜 ま る 空 気 タ ン ク 小 ９ を も ち 、 こ  
の タ ン ク を 通 過 し た 殺 菌 さ れ た 空 気 が 送 風 ノ ズ ル ４ か ら 密 閉 さ れ た 手 挿 入 空 間 ２ 内 で 噴 出  
し 、 こ の 手 挿 入 空 間 ２ に 手 挿 入 口 １ ４ か ら 入 れ ら れ た 手 洗 い 後 の 水 の 付 着 し た 手 に 空 気 が  
勢 い よ く 当 た っ て 、 手 に 着 い た 水 を 吹 き 落 と し 、 下 部 の 水 、 空 気 排 出 口 １ ３ か ら 出 て 、 水  
は 水 処 理 部 ６ に 貯 め ら れ て 、 こ の 水 処 理 部 ６ に も 深 紫 外 Ｌ Ｅ Ｄ ７ ｃ が 取 り 付 け ら れ て 水 が  
殺 菌 さ れ る 。 ま た 一 方 、 排 出 し た 菌 が 混 入 し て い る 可 能 性 の あ る 空 気 は 、 循 環 用 管 １ ９ か  
ら 空 気 タ ン ク 大 ８ ま で 接 続 さ れ て 戻 さ れ る 。 そ の 配 管 の 途 中 で 手 動 バ ル ブ １ ２ で 流 量 の 調  
節 が で き る よ う に し て い る 。 手 が 手 挿 入 空 間 ２ か ら 退 去 し た こ と を 光 電 セ ン サ ー １ ８ が 検  
出 し て 、 手 挿 入 口 １ ４ に 設 け ら れ た シ ャ ッ タ ー ２ ２ が 自 動 で 閉 じ る 。 こ の 手 挿 入 空 間 ２ 内  
の 使 用 済 み の 空 気 を 再 度 空 気 タ ン ク 大 ８ ま で 設 定 時 間 内 で 循 環 す る こ と に よ り 、 深 紫 外 Ｌ  
Ｅ Ｄ ７ ａ 、 ７ ｂ で 殺 菌 さ れ て 、 こ の 循 環 を 毎 回 繰 り 返 す こ と で 、 空 気 の 殺 菌 効 果 を 益 々 高  
め る こ と が で き る と 同 時 に 、 菌 の 混 入 の 可 能 性 の あ る 空 気 を 外 部 に 出 さ な い こ と で 安 全 で  
あ る 。 更 に 、 新 鮮 な 空 気 も 一 定 の 比 率 で 空 気 タ ン ク 大 ８ に 空 気 取 入 れ 口 １ ０ か ら 、 フ ィ ル  
タ ー １ １ を 通 過 し て 流 入 さ せ る こ と が で き る よ う に な っ て い る 。 ま た は 、 手 挿 入 空 間 ２ 内  
に も 深 紫 外 Ｌ Ｅ Ｄ ７ ｄ を 取 り 付 け て い る が 、 手 が 挿 入 さ れ て い る 時 は 直 接 手 に 殺 菌 用 Ｌ Ｅ  
Ｄ を 照 射 す る と 皮 膚 等 へ の 安 全 性 が 保 証 で き な い た め 、 手 が 挿 入 口 か ら 退 去 し た 後 に 、 挿  
入 口 の シ ャ ッ タ ー が 閉 じ て 機 器 内 部 の 循 環 経 路 で 、 手 挿 入 空 間 の Ｌ Ｅ Ｄ を 含 む 全 て の Ｌ Ｅ  
Ｄ が 照 射 し て 、 設 定 時 間 内 に 空 気 の 殺 菌 の 度 合 い を 高 め る こ と が で き る 。 尚 、 そ の 他 の 機  
能 と し て 、 手 挿 入 口 １ ４ の す ぐ 内 側 に は 、 手 挿 入 空 間 ２ 内 の 空 気 を 手 と 手 挿 入 口 １ ４ の 間  
に で き る 隙 間 か ら の 外 部 へ の 空 気 の 流 出 を 防 止 す る た め の エ ア ー カ ー テ ン １ ５ を 設 け て い  
る 。 ま た 、 前 述 の 通 り 、 手 が 手 挿 入 口 １ ４ に 接 近 す る と 光 電 セ ン サ ー １ ８ の 光 軸 を 接 近 し  
た 手 が 遮 る こ と で 、 シ ャ ッ タ ー ２ ２ が 自 動 で 開 き 、 手 が 挿 入 さ れ る と 手 が 挿 入 さ れ た こ と  
を 検 出 し 、 本 ハ ン ド ド ラ イ ヤ ー 機 器 は 起 動 状 態 と な り 、 殺 菌 と 循 環 の 動 作 を 開 始 す る よ う  
に な っ て い る 。 さ ら に 、 安 心 し て 使 用 で き る よ う に 手 挿 入 空 間 に 挿 入 さ れ た 手 が 目 視 で き  
る よ う に 正 面 に 透 明 窓 １ ７ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 図 １ ～ 図 ３ に 示 す よ う に 、 本 実 施 形 態 は 、 本 体 １ と 、 手 挿 入 空 間 ２ と 、 送 風 駆 動 部 ３ と  
、 送 風 ノ ズ ル ４ と 、 前 記 送 風 駆 動 部 と 送 風 ノ ズ ル の 間 を 接 続 す る 配 管 ５ と ， 水 切 り さ れ た  
水 を 集 め て 処 理 す る 水 処 理 部 ６ と 、 空 気 タ ン ク 大 ８ と 空 気 タ ン ク 小 ９ と 上 記 水 処 理 部 ６ に  
配 置 さ れ た 深 紫 外 Ｌ Ｅ Ｄ ７ a 、 ７ ｂ 、 ７ ｃ と 、 空 気 取 入 れ 口 １ ０ ， と フ ィ ル タ ー １ １ と 、  
手 動 バ ル ブ １ ２ と 、 水 空 気 排 出 管 １ ３ ， と 手 挿 入 口 １ ４ ， エ ア ー カ ー テ ン １ ５ と 、 制 御 部  
１ ６ ， と 透 明 窓 １ ７ と 、 光 電 セ ン サ ー １ ８ と 、 循 環 用 管 １ ９ 、 駆 動 源 の 電 源 （ 不 図 示 ） 、  
石 鹸 水 ノ ズ ル ２ ０ 、 石 鹸 液 タ ン ク （ 不 図 示 ） 、 水 ノ ズ ル ２ １ 、 シ ャ ッ タ ー ２ ２ と を 有 し て  
い る 。 実 施 事 例 で は 、 深 紫 外 線 Ｌ Ｅ Ｄ ７ ｄ （ 不 図 示 ） が 手 挿 入 空 間 ２ の 中 に 取 り 付 け ら れ  
る 場 合 も あ る 。 ま た 、 深 紫 外 Ｌ Ｅ Ｄ ７ a 、 ７ ｂ 、 ７ ｃ に は 、 ピ ー ク 波 長 が ２ ５ ０ ｎ ｍ ～ ３  
５ ０ ｎ ｍ の Ｌ Ｅ Ｄ を 用 い る の が 好 適 で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 手 に 当 た っ て 回 収 さ れ た 空 気 と 水 の う ち 、 空 気 は 再 度 、 空 気 タ ン ク に 戻 さ れ て 、  
空 気 タ ン ク の 中 で 、 深 紫 外 Ｌ Ｅ Ｄ に よ っ て 殺 菌 さ れ て 、 循 環 さ せ る こ と で 殺 菌 の 度 合 い が  
増 す 効 果 が あ る と 同 時 に 、 菌 を 含 ん だ 空 気 を 外 に 出 さ ず 、 拡 散 さ せ な い 効 果 も あ る 。 ま た  
、 水 処 理 部 に 一 旦 蓄 え ら れ て 深 紫 外 Ｌ Ｅ Ｄ に よ っ て 十 分 に 殺 菌 さ れ た 水 は 、 安 全 な 状 態 に  
な っ て 排 水 路 に 流 さ れ る 。 こ れ は 、 現 在 、 公 共 施 設 や ホ テ ル 棟 の ト イ レ で 取 り 付 け ら れ て  
い る ハ ン ド ド ラ イ ヤ ー の ほ と ん ど が 、 開 放 の 空 間 で 手 に 空 気 を 吹 き 付 け る こ と で 、 手 に つ  
い た 菌 を 周 辺 の 広 い 範 囲 に 飛 散 さ せ る 問 題 が あ り 、 使 用 が 停 止 さ れ て い る 問 題 の 解 決 に つ  
な が る 発 明 で あ る 。
　 本 実 施 形 態 に よ る 発 明 は 、 本 機 器 の 中 で 液 体 石 鹸 及 び 、 水 道 水 等 で 手 洗 い 後 の 手 に 付 い  
た 水 を 除 去 す る 機 能 を も つ ハ ン ド ド ラ イ ヤ ー に 関 す る も の で 、 従 来 の ハ ン ド ド ラ イ ヤ ー の  
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手 を 乾 か す の み の 機 能 に 加 え て 、 同 一 機 器 内 で 、 液 体 石 鹸 ノ ズ ル と 水 が 出 る ノ ズ ル に よ る  
手 洗 い の 機 能 と 、 ウ イ ル ス 菌 等 の 感 染 力 の 強 い 菌 に 対 し て 殺 菌 効 果 を 有 す る 殺 菌 機 能 を 有  
す る 機 器 に 関 す る も の で あ る 。
　 な お 、 石 鹸 液 タ ン ク （ 不 図 示 ） に は 、 石 鹸 液 に 代 え て 、 次 亜 塩 素 酸 ナ ト リ ウ ム 、 エ タ ノ  
ー ル 、 イ ソ プ ロ パ ノ ー ル 、 グ ル タ ラ ー ル 、 フ タ ラ ー ル 、 ホ ル マ リ ン 、 ポ ビ ド ン ヨ ー ド 、 ヨ  
ー ド チ ン キ 、 フ ェ ノ ー ル 、 ベ ン ザ ル コ ニ ウ ム 塩 化 物 、 ベ ン ゼ ト ニ ウ ム 塩 化 物 、 ア ル キ ル ジ  
ア ミ ノ エ チ ル グ リ シ ン 塩 酸 塩 、 ク ロ ル ヘ キ シ ジ ン グ ル コ ン 酸 塩 、 過 酢 酸 、 オ キ シ ド ー ル 、  
ア ク リ ノ ー ル 水 和 物 等 の 手 洗 用 液 体 を 用 い て も よ い 。 ま た 、 上 述 の 実 施 形 態 に お い て 、 水  
ノ ズ ル を 有 さ な い で 、 手 洗 用 液 体 ノ ズ ル ２ ０ か ら 上 記 手 洗 用 液 体 が 噴 霧 さ れ る 場 合 が あ っ  
て も よ い 。
　 本 実 施 形 態 に よ る 発 明 は 、 上 述 の 問 題 を 一 挙 に 解 決 で き る 機 器 と し て 発 明 さ れ た も の で  
あ る 。 即 ち 、 同 一 機 器 内 に 、 石 鹸 液 に よ る 手 洗 い と 、 水 に よ る 濯 ぎ 、 及 び 新 型 コ ロ ナ ウ イ  
ル ス も 殺 菌 が 可 能 な 機 能 を 有 す る Ｌ Ｅ Ｄ に よ っ て 殺 菌 さ れ た 空 気 を 手 に 当 て て 乾 か す 三 つ  
の 機 能 を 同 一 機 器 内 で 実 現 す る こ と で 、 感 染 力 の 強 い 菌 に 対 し て も 、 機 器 の 周 辺 に 菌 を 撒  
き 散 ら す こ と な く 安 全 に 手 洗 い 、 と 手 の 乾 燥 が で き 、 ま た 、 場 所 の 移 動 の 必 要 が 無 く 楽 で  
あ る 。 本 実 施 形 態 の 手 洗 い 機 能 付 き ハ ン ド ド ラ イ ヤ ー は 、 一 般 の 公 共 施 設 な ど の 他 に 、 特  
に 病 院 や 、 介 護 施 設 や 、 食 品 会 社 な ど で 使 用 さ れ る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 は 産 業 上 で は 日 常 生 活 に お い て 、 家 庭 内 、 公 共 施 設 、 学 校 、 ホ テ ル な ど 巾 広 く ト  
イ レ 付 近 に 設 置 さ れ て 、 本 機 器 の 中 で 石 鹸 液 と 水 で 手 洗 い を し 、 手 洗 い の 後 の 手 の 水 を 除  
去 し な が ら ウ イ ル ス の 菌 を 死 滅 さ せ る こ と が で き る ハ ン ド ド ラ イ ヤ ー と し て 利 用 で き る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 　 １   本 体
　 　 ２   手 挿 入 空 間
　 　 ３   送 風 駆 動 部
　 　 ４   送 風 ノ ズ ル
　 　 ５   配 管
　 　 ６   水 処 理 部
　 　 ７ ａ 、 ７ ｂ 、 ７ ｃ   , 7 d  深 紫 外 Ｌ Ｅ Ｄ
　 　 ８   空 気 タ ン ク 大
　 　 ９   空 気 タ ン ク 小
　 １ ０   空 気 取 入 れ 口
　 １ １   フ ィ ル タ ー
　 １ ２   手 動 バ ル ブ
　 １ ３   水 空 気 排 出 管
　 １ ４   手 挿 入 口
　 １ ５   エ ア ー カ ー テ ン
　 １ ６   制 御 部
　 １ ７   透 明 窓
　 １ ８   光 電 セ ン サ ー
　 １ ９   循 環 用 管
　 ２ ０   手 洗 用 液 体 ノ ズ ル
　 ２ １   水 ノ ズ ル
　 ２ ２   シ ャ ッ タ ー
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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